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また，筆者は過去のllTPテス トの判定の中で， いわ いた。
ゆる筆圧が弱くうつ状態らしい俗画をかくクライエン卜 (l)[ITPテストの制点G本IQ






上記の，うつ症状らしい錨函は早期IL治衝の見込みがあ 経験のある省5名1[. ブラインド ・アナリシスで各指標
り，うつ症状らしくない箔l耐は重篤である，という乙と について 3から+3にわたる 7段階評定をしてもらい，
を一応仮説として纏えておく。ただし，例数か少ないな そのよ平定の平均怖を使用した。
どの事情 lζ より，今[nll;1統訂的処fI~を行わず，アウトラ 2. 1"後





















ct. 性別 年令 職業 発病 治療 診断名 Beck 発病のきっかけ
Nu 月数 週数 pre. post. 
2 男 39 公務員 1 8 Major Dep. R. 18 10 配置転換
3 男 53 会社員 5 13 Major Dep. S. 20 13 昇進
4 男 49 大学教官 40 8 Major Dep. S. 12 研究面での失敗
5 女 55 主 婦 4 4 Major Dep. S. 43 13 
夫の単自玄身赴任
娘の ・別居
6 男 43 自営業 1 19 Dy sthymic Disorder 37 18 不況による家業不振
7 男 40 公務員 15 8 Major Dep. R. 31 20 職場不適応
8 男 36 会社員 10 8 Major Dep. S. 27 13 転換 ・昇進
10 女 28 主 婦 11 10 Major Dep. 48 10 夫婦聞の葛藤S. 
11 女 47 バ」ー 卜タイム 6 5 Majol' Dep. 33 35 退職 ・夫の病気S. 
13 男 51 会社役員 12 10 Major Dep. R. 33 19 不詳
16 男 46 調理士 12 8 Major Dep. R. 45 37 部下の退職
17 女 47 主 婦 12 Major Dep. S. 17 26 運転免許の取得失敗
18 女 47 主 婦 4 12 Major Dep. 36 26 不詳S. 






































おいてのみ， IQレベル 3(境界線級)のCt.が 2名入っ
ている。乙の評価基準は欧米K適用されているものなの
で，特lζ家などは日本の平均とはズレがあるとと，また，
本妓他 :HTPテストにみられるうつ症候群 -195 
表 2.予後と治療者の手応え
治 1!;t 者 の 手 応 え予後 Ct. No. 
動機つ‘け 自主的動き 見i!iし J十 tl 5)IJ 平均
3 3 3 3 9 3.0 あ り
良 H 6 3 3 3 9 3.0 あ り
10 3 3 3 9 3. 0 あ り
2 3 2 6 2.0 ゃゃあり
4 3 2 7 2.3 あ り
やや良好
7 2 2 2 6 2.0 ゃゃあり
8 3 2 2 7 2.3 あ り
13 0.6 な し
ー
20 3 2 6 2.0 やゃあり
5 0.3 な し
1 0.3 ts. し
イミ 良 16 。 -2 -0.6 な し
17 2 -2 0.6 な し
18 。 -2 -2 -4 -1. 3 ts. し
表 3.組点G率 IQ、現実感、立体感
組点G't~ .!}l ).ミ 感 r. i本 感
f 後 ct. No. IQ 
レベノレ 家 ，f.: 人 家 本 人
3 
130 
3 3 2.8 3 3 2.6 7 
以 H 6 80 3 0.5 2.0 3 1.5 1.8 4 
10 85 1.4 1.4 0.8 0.8 0.8 -0.4 
4 




-0.2 -0.2 -1.0 -1. 0 1.0 -2. 0 
4 
7 105 0.4 -0.4 1.0 一0.2 O. 2 -0.4 5 やや良好
95 8 
5 
2.2 2.0 2.0 2.6 2.0 0.2 
13 
110 1.8 2.0 2.0 2. 2 2.4 2.4 5 
20 
100 1.0 1.0 0.4 O. 2 0.2 ι 1.0 
5 
5 70 -0.8 2.0 一1.0 -1. 0 1.0 -1. 0 3 
1 
90 
2.0 2.0 2. 0 2.0 0.8 -2. 0 
4 
不 良 16 80 O. 2 -0.2 -0.2 -0.4 -0.4 0.4 
4 
17 
85 -1. 0 0.4 2.0 0.4 1.5 2.0 4 
18 
75 -1.0 2.0 2.0 2.0 0.8 2.0 3 
住)tJl点G'r[Qレベルの内訳 l 小度 2 :終日t 3:焼界線級 4 手勾知下 5 :平均約 6 :平均{ift卜
7 優秀知
( 3 )




























表4. H T P抑うつ状態指標
後予 ct. 
サイ ズ 位 t世Vi3 詳細さなし 必須部分の省略
Nu 家 木 人 家 木 人
官庄 陰影
家 ノド A 家木入信
良
3 大 中 中 中 中 中 -1. 0 なし 2.0 1.0 0.5 なし なし あり 指なし 1 : 1.4
H 
6 大 大 大 中 巾 上 一1.0なし 0.5 0.5 1.0 なし あり あり H なし 1 : 1.4 
10 中 中 -1. 5 なし O. 5 -0.5 -1. 0 なし あり あり H なし 1 : 1.5 
2 大 大 中 中 中 -1. 0 あり 0.5 -1. 0 1.0 なし あり あり " tJ.し 1 : 1.3 
や 4 中 大 中 中 中 中 -1. 0 なし -O. 5 一O.5 -O. 5 なし あり あり がなし 1 : 0.6 
や 7 中 中 中 中 中 中 0.5 なし -0.5 1.0 -1. 0 なし あり あり H なし 1 : 1.3 
良 8 中 中 中 中 中 中 2.0 なし 1.0 2.0 -1. 0 なし あり あり H なし 1 : 1.8
H・ 13 大 大 大 中 中 中 2.0 あり 1.0 1.5 2.0 なし あり あり H なし 1 : 1 
20 中 中 rjl 下 下 中 -1. 0 なし 2.0 2.0 2.5 なし あり あり H あり 1 : 1.6
5 中 中 大 中 中 中 1.0 あり 0.5 -2. 0 0.5 あり あり あり がなし 1 : 0.8 
不 1 中 中 大 上 上 下 2.0 あり 一O.5 O. 5 1.0 なし あり あり H なし 1 : 0.6 
16 中 中 中 中 2.0 あり -2.0 2.0 0.5 あり あり あり H なし 1 : 0.6 
t込 17 中 中 大 tj.1 中 中 1.0 なし -0.5 -1. 0 -2. 5 あり あり あり μ なし 1 1 
18 中大中 中 中 中 1.0 なし 0.5 一2.0-1. 5 なし あり あり H なし1 : 0.6 



















































































C 5 ) 





















もつようになり ，発病 11 ヶ月 目 Ir.~医院した。診断は ，
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百lepurpose of this study was to examine the relationship b号tweenthe response characteristics of people with depres-
sive disorders to the H-T-P Technique and their prognosis. 
百lesubjects used for this study were 14 clients (8 males and 6 females， age 28 -59) who w巴rediagnosed as suffering 
from Major Depression or Dysthymic Disorders according to DSM-阻.The clients then underwent therapy (inc1uding 
the us巴ofanti-depressants) for periods ranging in length from 4 -20 weeks. According to the prognosis fol1owing 
therapy， the subjects were classified into three types as fol1ows; i) good adjustment type， i)fair adjustment but slightly 
depressiv巴type，ii) bad adjustment type. 
The relationship between the response characteristics and the type of prognosis was found as fol1ows. 
(1) Concerning the H-T-P IQ and the size of drawings， a clear and positive relationship could not be found. 
(2) Two clients of the last type were marked on th巴borderlinelevel of the H-T-P IQ目
(3) A weak stroke is generally interpreted as a sign of a depressive mood. Howev巴rthe stroke of al patients of the first 
type were weak， but those of al1 clients of the last type were strong 
(4) Concerning the balanc巴betweenthe head and the legs of the human drawings， those of the first type were al good. 
But the human drawings of th巴lasttype displayed large heads and small legs， and the figures were not wel balanced. 
( 12) 
